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創価大学 新文学部概要 

―文学部の改組転換について― 

2007 年４月開設 

 

Ⅰ 改組転換の趣旨 

（ａ）1 学科とする理由 

2007 年度より、これまでの文学部５学科（うち１学科は２専攻）を改組し、１学科〔文

学部人間学科〕とする。なお、学科のもとに７つの専修をおき、学生は２年次より各専修

を選択し、より専門的内容を学ぶこととする。こうした改組の理由は以下の通りである。 

 

（１）これまでの多学科体制にあっては、学生は、入学時に所属（学科・専攻）が決定

されており、入学後の進路・専攻の変更等は、まったく不可能でないまでも、特殊

な場合として扱われてきた。しかし入学後に、自己の適性の新たな認識、将来に対

する目標の変更等により、専攻分野の変更希望が生じてくることは、現代社会のあ

り方の多様性、流動性を考慮する時、極めて自然でもある。また一部の学生には、

大学入学前に必ずしも十分な情報の獲得や自己検討を経て、学科専攻を決定したと

は言えない面もある。 

   したがって学生にとっては、入学後に専攻分野に対する認識を得るとともに、自

己分析および進路計画のための一定の期間が必要であると考える。それがまた学問

をすることへのモチベーションを高めることにもなる。そうしたことから、１年次

は専攻分野を確定せず、導入の時期とするのがよいと考える。 

  

（２）次に、本学部の成立経緯をみるとき、現行の体制は開学以来徐々に形成されてき

たものである。すなわち、1971 年の開学時には 英文学科と社会学科の２学科のみ

であったが、その後、1988 年には人文学科、その２年後の 1990 年には日本語日本

文学科および外国語学科（中国語専攻、ロシア語専攻）が開設された。こうした経

緯から、必ずしも当初から各学科・専攻を包括する学部全体の教学体系の有機的連

関が図られてはこなかった。結果として、各学科専攻においてそれぞれの専門性が

過度に強調される傾向が生まれ、学科（専攻）間にいわゆる垣根を作ってしまうこ

とにもなった。 

    広く教養を担うべき文学部のあり方、さらに時代的な変化や多様な現代的課題を

考えるとき、文学部における教学体系の見直しと、確かな体制の構築はぜひとも必

要である。本学の建学の精神に基づき「全体人間」「創造的人間」の育成を考えると

き、文学部全体を１学科とし、２年次より専修を選択するという制度が、もっとも

ふさわしい体制であると考える。またこの改組が、上述した垣根を払い、研究面の

活性化にも資すると考える。 
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  ※（補説） 

今回の改組において、とくに重要であるとしたものは、学生に対する十分な教育

的配慮と、それを可能にする指導体制の確立である。とりわけ１年次においては、

動機付け・導入的教育を重視し、専門への円滑な移行を可能にすることを目指して

いる。そのための科目を設置するほか、学修および生活指導のために、20 名程度の

学生を単位としたアドバイザー制をおくこととした。このアドバイザー制度は、２

年次以後もおくこととする。 

    また、とくに留意した点は学修上の柔軟性である。たとえば、卒業要件単位のう

ち専門科目単位を従来よりも少なくし、その分を自由選択にまわすとともに、専門

科目においても選択枠を広げた。これにより主たる専門の以外に他の領域もかなり

の程度学ぶことが可能となった。さらに今後学生の要望や社会的なニーズに対して

も、たとえば新領域科目の開設なども、柔軟に検討していきたい。 

 

 以上、現行の体制における問題を改善して、学部における教育・研究の活性化をはかる

ことにより、本学の建学の精神をより具現化することが、今回の改組の目的である。 

 
（ｂ）学科名称を「人間学科」とする理由とその意義 

 改組転換後の学科の名称を「人間学科」とする理由は、人間的教養を重視する観点から、

端的にその立場を示す言葉として「人間」あるいは「人間学」という表現がふさわしいと

考えるからである。 
 文学部のカバーする領域は広範多岐にわたるが、それらに通底する理念は、「人間」ある

いは「人間学」である。言語も社会も歴史もすべて人間を離れてはなく、それらはすべて

人間文化を示している。こうした人間の諸文化を学ぶことはきわめて重要であるが、それ

らを孤立したものとしてではなく、全体的な観点に立ち総合的に把握することが現代では

とくに必要である。文学部においては、この全体的観点に立った「人間」「人間学」を学ぶ

ことを基本としたい。 
 そして、この観点はまた、本学の「人間教育の最高学府たれ」「新しき大文化建設の揺籃

たれ」「人類の平和を守るフォートレス（要塞）たれ」との建学の精神の実現という意義を

もっている。すなわち、現代において必要なものは、社会をリードすべき英知や創造性で

あり、「人間学科」の名称は、そうした人間的な力を深く涵養し体現した「創造的人間」「全

体人間」の育成を目指したものである。 
 
（Ｃ）教育・研究上の理念と目的 

（１）建学の精神の展開 

 改組転換により、これまで以上に基礎力重視・教養重視の性格を打ち出すが、これは、

本学の建学の精神である「人間教育」の実現に資するためである。それは「創造的人間」

「全体的人間」の育成と通底しており、開学以来の理念でもある「学生第一」の実現を目

指すことでもある。 
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（２）円滑な学修への配慮 

 改組転換により、１年次は専門への導入期間とすることができ、専門選択へいたる学修

がスムーズに進められる。学生指導面においても細やかな配慮をすることができる。また、

改組転換によりかなり広範な科目を選択履修でき、副専攻制度も採り入れることができる。

さらに、語学等を集中的に学びたい学生は、内容を特化したプログラム学習を選択できる。 

（３）研究面の活性化 

 改組転換により、従来は無意識のうちに枠をはめがちだった研究面にあっても、広く学

際的で多様な研究テーマに積極的に挑戦し、また共同研究を進めていくことが期待される。

それは、学部の教育にもよい影響を与える。 

 

（ｄ）どのような人材を養成するのか（卒業後の進路をどう考えるか） 
（１）人間として幅が広く、かつ深い教養を身につけ、自己啓発・自己実現する力をも

った人材。 

（２）情報収集力、文章力、発表力など、語学やメディアスキルとともに、時代の要請

に対応した基礎的能力を身につけた人材。 

（３）人間理解、生命尊厳の上に立った、世界の文化形成、平和建設に貢献する人材。 

 

 

Ⅱ 教育課程編成の概要 

（１）2007 年度より現在の 1 学部５学科体制の文学部を改組転換し、１学部１学科７専修

とし、２年次に専修を選択する制度を導入する。 

  （主として現行学科から移行する専修） 

英文学科→英語・英米文学専修  

社会学科→社会学専修  

人文学科→人文学専修  

日本語日本文学科→日本語・日本文学専修  

外国語学科中国語専攻→中国語・中国社会文化専修  

外国語学科ロシア語専攻→ロシア語・ロシア社会文化専修 

     （新たに設置する専修） 

総合人間学専修  
※この専修の学生は、原則として各専修専門科目から自由に選択履

修できる。但し１専修からの修得単位数には制限がある。 

（２）学生募集（入学試験）は学部一括で行う。 

（３）１年次は、全学的に設置している共通科目のほか、新しく開設する学科共通専門教

育科目を履修する。これは本学部の要求する基礎的な科目群、専修への導入科目群

からなる。とくに全員が基礎ゼミを受講し、文章力・発表力等の基礎をしっかり身

につける。 

（４）学生指導の体制として、①１年次（１年間）は基礎ゼミの教員が担当する。②２年
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次は各専修において、学生 10～20 名につき１名の指導教員が担当する。③３、４年

次は各専修の演習担当教員が担当する。 

（５）所属専修以外の専修にある科目から、一定の単位数を修得した場合、それを副専攻

として認める。 

（６）従来、各学科別に設置されていた教職課程を、コース別に設置して、「英語」「社会」

「地歴」「公民」「国語」「中国語」「ロシア語」の教員免許取得の道を学部内でオー

プンにする（複数の免許取得も可）。 

（７）学部に特定の学習目標をもったプログラム（多彩なプログラム）を置き、２年次か

ら履修する。 

[導入予定のプログラム] 

①英語・通訳翻訳家養成プログラム  ②時事英語学習プログラム 

③社会福祉プログラム        ④メディアスキルプログラム  

⑤社会調査士プログラム       ⑥比較思想プログラム  

⑦古典語プログラム         ⑧日本語教育プログラム  

⑨中国語資格取得プログラム     ⑩現代中国研究プログラム 

⑪ロシア語・通訳翻訳家養成プログラム 
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●改組後の名称

　　　　文学部　人間学科
2007年（平成19）年4月より、従来の5学科2専攻の制度を廃止し。1学科7専修とし、2年次に専修を選択する制度を導入する。

●専修名及び定員　　　　スタート時は、次の７専修（総定員数３９０名）とする。

　　※総合人間学専修（別名：セルフプランニングコース）では、学生は全

　　　専修科目から自由に38単位を選ぶ。

　　　専門ゼミもすべての開設ゼミの中から選択し、卒論はそのゼミで書く。

　　　但し、一専修からの履修は、26単位を上限とする。　　

　　※総合人間学専修にデュアルディグリーコースを置く。

　　　（中国・北京語言大学と連携）

　　　

●入試・編入学・転専修

①入試の種類：学部一括で実施。公募推薦・学園推薦・センター入試・一般入試（ＡＯ入試は、行わない）

②2年次転学部・転籍試験：12月中旬実施。専修ごとに若干名の募集。専修によっては条件・要望をつけることがある。

③3年次一般編入、創価女子短期大学編入試験：専修ごとに募集。専修によっては条件・要望をつけることがある。

④転専修：その年次の最大受入数内において特例として認める。その際、受入れる専修で面接等を行う。

　 時期は2年次前期末・後期末。

●卒業要件

共通科目　　26単位　　学科共通科目　　26単位　　　選択科目　　72単位　　　合計　　124単位

●履修モデル

語学 選択 小計 必修 選択 小計 必修 選択必修 選択 小計

英語・英米文学専修 10 28 38 34 124

社会学専修 2 36 38 34 124

人文学専修 0 4 34 38 34 124

日本語・日本文学専修 12 26 38 34 124

中国語・中国社会文化専修 14 24 38 34 124

ロシア語・ロシア社会文化専修 16 8 14 38 34 124

総合人間学専修 0 38 38 34 124

◎共通科目について

小計

全専修 10

　　（注1）　「英語」以外の外国語は、複数履修可。

　　（注2）　共通科目については、「学術基礎科目」および「環境・生命・自然」から各２単位以上を修得すること。

◎学科共通専門科目について

基礎ゼミ
人間学へ
の招待

演習
Ⅰ～Ⅳ

卒業論文研
究Ⅰ・Ⅱ 小計

全専修 2 2 8 6 18 26

  ①「基礎ゼミ」 前期２単位　必修

　　　　　　　各専修からの専任教員２３人で担当（各ゼミ約２０人）。読む、書く、調べる、発表する力の養成を中心とする。

　　　　　　　担当者は、１年間、学生のアドバイザーとなる。

　②「人間学への招待」 前期２単位　必修

　　　　　　　毎年テーマを設け、オムニバス形式で各専修の教員が担当。専修選択の材料を与える。１クラス１10人程度で４クラスほど

　　　　　　　つくる。各専修担当教員は、各クラス２回程度の授業。最初（学部長の講義）と最後（パネルディスカッション）は合同授業。

　③専修入門科目 前期・後期各２科目　計８単位以内で開講　選択

　　　　　　専修にとって基礎的、導入的、入門的な科目。但し､専修選択の条件にしない。希望者全員が履修できる。

　④学部外国語科目 前期・後期各２科目　計８単位以内で開講　選択

　　　　　　　英語・英米文学専修、中国語・中国社会文化専修、ロシア語・ロシア社会文化専修などが会話・作文・文法科目を開講。

　　　　　　　1クラス30人程度の定員。

　⑤学部総合科目 前期・後期、2単位、選択

　　　　　　建学の理念を踏まえ、人間学・学問論・文学論などをオムニバス形式で行う。

●専修選択について

学生は､2年次に必ず専修に所属する。各専修の選考は、原則として１年次全履修科目のＧＰＡ順とするが、各専修の選考方法も認

める。

16 26

選択必修

4

選択(注2） 計
英語

6

英語以外（注1）

8

必修 選択
計

専修入門科目 学部外国語科目 学部総合科目

人文学専修

日本語・日本文学専修

中国語・中国社会文化専修

ロシア語・ロシア社会文化専修

専修

英語・英米文学専修

社会学専修

10 16 26

共通科目
専修

総合人間学専修

総計

18 8 26

自由選択
学科共通専門科目 専修専門科目
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●アドバイザー制について

1年次は､基礎ゼミの担当教員が学生に対しアドバイザーとなる。

2年次は､専修ごとに、少人数単位でアドバイザー教員を決める。

3、４年次は、ゼミ担当教員がアドバイザーとなる。

●専修ゼミ・卒論

ゼミは､3．4年次必修。同一教員のゼミを原則とする。

卒論はすべての専修で必修。卒論の具体的内容は専修ごとに検討する。

●副専攻

所属する専修を主専攻とし、主専攻以外の一つの専修科目を16単位以上修得した場合、その専修を副専攻とする。

●多彩なプログラム

①英語・通訳翻訳家養成プログラム（10科目16単位）　到達目標：通訳ガイド試験、通検2級以上、翻訳実務検定ＴＱＥ3級以上

②時事英語学習プログラム（6科目12単位）　　　到達目標：ＴＯＥＩＣ850点、英検準１級以上

③社会福祉プログラム（10科目20単位） 到達目標：社会福祉制度の現状と問題点を幅広く研究

④メディアスキルプログラム（5科目10単位） 到達目標：画像・映像・音声などの情報編集技術の習得

⑤社会調査士プログラム（７科目１４単位） 到達目標：社会調査士資格の取得

⑥比較思想プログラム（８科目１６単位） 到達目標：西洋・東洋・日本の諸思想を学習

⑦古典語プログラム（6科目12単位） 到達目標：サンスクリット語・ラテン語などの古典語を学習

⑧日本語教育プログラム（13科目26単位以上） 到達目標：日本語教育に必要な起訴を体系的に学習

⑨中国語資格取得プログラム（5科目8単位）　　到達目標・ＨＳＫ6級、中国語検定２級レベル

⑩現代中国研究プログラム（6科目12単位）　　　到達目標：現代中国について多角的に研究

⑪ロシア語・通訳翻訳家養成プログラム(16科目20単位）　　到達目標：東京ロシア語学院ロシア語能力検定2級レベル

※1プログラムの単位数は言語系のみの場合は8単位以上、その他は12単位以上とする。

※各プログラムは､2年次以降に履修（複数も可）。

※各プログラムにプログラム責任者を置く。

●教職課程について

コース 免許状の種類

英語コース 中一種免（英語） 高一種免（英語）

社会コース 中一種免（社会） 高一種免（地歴） 高一種免（公民）

国語コース 中一種免（国語） 高一種免（国語）

中国語コース 中一種免（中国語） 高一種免（中国語）

ロシア語コース 中一種免（ロシア語） 高一種免（ロシア語）

※　文学部の学生は、どのコースも履修できる。また、複数コースの履修も可とする。

●履修制限　

履修制限　24単位／セメスター　　早期卒業制度なし
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文学部人間学科一括入学 

Ⅰ
年
次
（
自
己
分
析
・
自
己
発
見
） 

人  通 間 学 部 共  専 門 科 目 共 

通 

科 

目

 

語学 

その他

基 礎 ゼ ミ 

人間学への招待 

専修入門科目 

学部外国語科目 

学部総合科目 

読む･書く･調べる･発表する力を養成 
少人数教育で学生生活もサポート。 

各専修がオムニバス形式で講義。 
2007年度は、「創造的人間」がテーマ。 

７つの専修が提供する基礎的、導入

的、入門的な科目。 

語学については、早期から徹底した

学習の道を開く。 

建学の理念を踏まえ、人間学・学問

論・文学論などを講義。 

人 間 学 科 共 通 専 門 科 目 

２ 年 次 専 修 選 択 
《７プラスαの選択肢》 

２
年
次 

〜 

４
年
次

（
自
己
啓
発
か
ら
自
己
実
現
へ
）  

1 2 3 4 5 6 7 

総
合
人
間
学
専
修 

ロ
シ
ア
語
・ロ
シ
ア
社
会
文
化
専
修 

中
国
語
・
中
国
社
会
文
化
専
修 

人
文
学
専
修 

社
会
学
専
修 

英
語
・
英
米
文
学
専
修 

創価大学 文学部人間学科卒業

副 

専 

攻 

・ 
多

彩

な

プ 

ロ 

グ 

ラ 

ム 

教
職
課
程
（中
学
社
会
、
高
校
地
歴
・
公
民
、
中
高:

英
語
・
国
語
・中
国
語
・
ロ
シ
ア
語
教
員
免
許
）  

専門ゼミ必修 徹底した少人数教育で自己実現をサポート 

４年前期  演習Ⅲ   ４年後期  演習Ⅳ  
３年前期  演習Ⅰ   ３年後期  演習Ⅱ 

 

４年次 卒業論文作成  ４年間の学業の総仕上げ 

日
本
語
・日
本
文
学
専
修 

7.総合人間学専修 

文学部の全専修から、

自分のテーマにあわせ

科目を選択。自らプラン

を立てて取り組む。 

6.ロシア語・ロシア社会

文化専修 

徹底したロシア語コミュニ

ケーション能力を養う語

学科目と広範な地域を

対象とする地域研究科

目を設置。 

5.中国語・中国社会文化専修

徹底した実務語学力を

養う言語文化関連科目

と、時代に即した総合的

な中国文化圏の理解を

めざす地域研究関連科

目を設置。 

4.日本語･日本文学専修
日本語学と日本文学の両

分野を学び、あわせて日本

語教育についても学べる。

日本文化の基礎である日

本語・日本文学の幅広い知

識を備えた人間を養成す

るとともに、日本語教育に

従事したい日本人や外国

人留学生も受け入れる。

2.社会学専修 

 社会学の調査技法と国
際的視野を養成し、「現代

社会」「メディア文化」 「国

際関係」「比較文化」を研

究分野として学ぶ。 

3.人文学専修 

哲学関係科目と歴史関

係科目を希望に合わせ

て重点的に学ぶ。人間

そのものの価値を再発見

し、人間中心の新しい文

明の構築に寄与。 

１.英語・英米文学専修 
英語の4技能（読解、作文、

聴解、発話）を徹底して学

習･習得し、その上で、「英

米文学」「英語学」「英語ｺﾐ

ｭﾆｹｰｼｮﾝ」の3研究分野に

分かれる。英語を駆使し、

グローバルな視点をもつ人

材の育成。 

入学後に選ぶ 

7 つの選択枝 

文 学 部 人 間 学 科 概 念 図

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で 

プ
ラ
ス
α
の
実
力
養
成 

⑩現代中国研究プログラム 
 現代中国について多角的に研究する 
⑪ロシア語・通訳翻訳家養成プログラム 
東京ロシア語学院ロシア語能力検定２級レベルをめざす 

副専攻：他の専修科目群を 16 単位以上修得
した場合副専攻として認定される。 
 

多彩なプログラム：どの専修からでも履修で

きる。資格取得に直結したプログラムや到

達度を明快にした多彩なコースを提供。 

⑤社会調査士プログラム 
社会調査士資格の取得をめざす 
⑥比較思想プログラム 
 西洋・東洋・日本の諸思想を学ぶ 
⑦古典語プログラム 
サンスクリット語・ラテン語などの古典語を学ぶ 
⑧日本語教育プログラム 
日本語教育に必要な基礎を体系的に学ぶ 

⑨中国語資格習得プログラム 
ＨＳＫ６級、中国語検定 2級レベルをめざす 

 

①英語・通訳翻訳家養成プログラム 
通訳ガイド試験合格、通検２級、翻訳実務検定３級以上の

取得をめざす 
②時事英語学習プログラム 
国際センスを磨くとともにＴＯＥＩＣ８５０点、英検準１

級以上の取得をめざす 
③社会福祉プログラム 
  社会福祉制度の現状と問題点を幅広く研究する 
④メディアスキルプログラム 

画像・映像・音声などの情報編集技術を習得する 
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新文学部概要 

 

 

デュアル・ディグリーコースについて (概要) 

 

 

 2007 年度入学生から、創価大学（文学部）と北京語言大学との間で協定を結び、最

短４年間で両大学の学士号取得ができる制度（年間 10 名までの予定）を導入する方向

で準備を進めている。 

 

 

（在籍・単位修得） 

１年次は創価大学で、２年次・３年次は北京語言大学で、４年次は創価大学で、

それぞれ授業を受け、両大学で相互に単位認定をすることにより、創価大学 124 単

位、北京語言大学 160 単位を修得する。 

 

（卒業論文） 

４年次前期に北京語言大学に卒業論文を提出（中国語で）し、北京語言大学は口

頭試問を行う（場所は創価大学を予定）。また、４年次後期に創価大学に卒業論文を

提出する。 

 

（履修科目・選抜試験・所属専修） 

本コース希望者は、入学後から特別指導を受け、履修にあっても科目選択の指定

がなされる。希望者は１年次にかなり多くの中国語関連科目を修得し、夏期の中国

語研修へ参加する（本学にて）。後期に選抜試験を実施し、合格者は２年次から北京

語言大学にて学ぶこととなる。 

本コースは「総合人間学専修」に置かれ、選抜された者は、２年次より「総合人

間学専修」に所属することとなる。ただし、選抜されなかった者は、２年次からの

専修は自由に選択することができる。 

 

（学費・助成金） 

創大在籍中は創大の規定によって学費を納入し、北京語言大学在籍中は北京語言

大学の規定によって学費を納入するが、本学として助成制度を設けている。助成す

る期間は、北京語言大学に在籍する２年間とし、北京語言大学に支払う申請料、登

録料、学費及び 2 人部屋宿舎費について助成する。もし北京語言大学での学習が延

長された場合の学費は、学生の自己負担となる。 
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文学部人間学科専門科目 

科目別 授業科目
授業
時間

年次
他学
部履
修

備考

必修 選択

学科共通 基礎ゼミ 30 2 1 ×

必修科目 人間学への招待 30 2 1 × 学科共通

演習Ⅰ 30 2 3 × 必修科目

演習Ⅱ 30 2 3 × 8科目

演習Ⅲ 30 2 4 × 18単位

演習Ⅳ 30 2 4 ×

卒業論文研究Ⅰ 2 4 ×

卒業論文研究Ⅱ 4 4 ×

学科共通 英米文学入門Ⅰ 30 2 1 ×

専門教育 英米文学入門Ⅱ 30 2 1 ×

科目 大学英語入門Ⅰ 30 2 1 ×

(43科目) 大学英語入門Ⅱ 30 2 1 ×

現代の社会 30 2 1 ×

国際関係論入門 30 2 1 ×

メディアと文化 30 2 1 ×

文化と宗教 30 2 1 ×

東洋思想史入門Ⅰ 30 2 1 ×

東洋思想史入門Ⅱ 30 2 1 ×

文化史入門Ⅰ 30 2 1 ×

文化史入門Ⅱ 30 2 1 ×

日本語学入門 30 2 1 ×

日本語教育入門 30 2 1 ×

日本古典文学入門 30 2 1 ×

日本近代文学入門 30 2 1 ×

中国語学入門 30 2 1 ×

中国現代文学入門 30 2 1 ×

現代中国入門Ⅰ 30 2 1 ×

現代中国入門Ⅱ 30 2 1 ×

ロシア事情 30 2 1 ×

ロシアの文学Ⅰ 30 2 1 ×

ロシアの文学Ⅱ 30 2 1 ×

ロシアの芸術 30 2 1 ×

英語による比較文化Ⅰ 30 1 1 ×

英語による比較文化Ⅱ 30 1 1 ×

英語ｗｒｉｔｉｎｇ入門Ⅰ 30 1 1 ×

英語ｗｒｉｔｉｎｇ入門Ⅱ 30 1 1 ×

中国語ＡⅠ 30 1 1 ×

中国語ＡⅡ 30 1 1 ×

中国語ＢⅠ 30 1 1 ×

中国語ＢⅡ 30 1 1 ×

ロシア語入門ＡⅠ 30 1 1 ×

ロシア語入門ＡⅡ 30 1 1 ×

ロシア語入門ＢⅠ 30 1 1 ×

ロシア語入門ＢⅡ 30 1 1 ×

ドイツ語Ⅰ 30 1 1 ×

ドイツ語Ⅱ 30 1 1 ×

スペイン語Ⅰ 30 1 1 ×

スペイン語Ⅱ 30 1 1 ×

講座人間学Ａ 30 2 1 ×

講座人間学Ｂ 30 2 1 ×

講座人間学Ｃ 30 2 1 ×

必修・選
択及び単
位数

 

卒業要件
 共通科目
   ２６単位
共通専門科目
 必修科目
  １８単位
選択科目
  ８単位
計２６単位
選択科目
 ７２単位
総単位数
 １２４単位
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科目別 授業科目
授業
時間

年次
他学
部履
修

備考

必修 選択

必修・選
択及び単
位数

英語･英米 英米文学講読ＡⅠ 30 2 2 ×
文学専修 英米文学講読ＡⅡ 30 2 2 ×
科目群 英会話Ⅰ 30 1 2 ×

（64科目） 英会話Ⅱ 30 1 2 ×
英語ｗｒｉｔｉｎｇ　ＡⅠ 30 2 2 ×
英語ｗｒｉｔｉｎｇ　ＡⅡ 30 2 2 ×
英米文学史ＡⅠ 30 2 2
英米文学史ＡⅡ 30 2 2
英米文学史ＢⅠ 30 2 2
英米文学史ＢⅡ 30 2 2
英米文学概論Ⅰ 30 2 2
英米文学概論Ⅱ 30 2 2
英語史Ⅰ 30 2 2
英語史Ⅱ 30 2 2
コーパス英語学 30 2 2 ×
英語情報工学演習 30 2 2 ×
英語学概論Ⅰ 30 2 2 ×
英語学概論Ⅱ 30 2 2 ×
時事英語ＡⅠ 30 2 2 ×
時事英語ＡⅡ 30 2 2 ×
英語音声学Ⅰ 30 2 2 ×
英語音声学Ⅱ 30 2 2 ×
英文法研究Ⅰ 30 2 2 ×
英文法研究Ⅱ 30 2 2 ×

現代英語演習Ⅱ 30 2 2 ×
英語翻訳演習ＡⅠ 30 2 2 ×
英語翻訳演習ＡⅡ 30 2 2 ×
英語通訳演習ＡⅠ 30 1 2 ×
英語通訳演習ＡⅡ 30 1 2 ×
英米文学研究ＡⅠ 30 2 3・4
英米文学研究ＡⅡ 30 2 3・4
英米文学研究ＢⅠ 30 2 3・4 ×
英米文学研究ＢⅡ 30 2 3・4 ×
英米文学研究ＣⅠ 30 2 3・4 ×
英米文学研究ＣⅡ 30 2 3・4 ×
英米文学講読ＢⅠ 30 2 3・4 ×
英米文学講読ＢⅡ 30 2 3・4 ×
時事英語ＢⅠ 30 2 3・4 ×
時事英語ＢⅡ 30 2 3・4 ×
英語翻訳演習ＢⅠ 30 2 3・4 ×
英語翻訳演習ＢⅡ 30 2 3・4 ×
英語通訳演習ＢⅠ 30 1 3・4 ×
英語通訳演習ＢⅡ 30 1 3・4 ×
英語ｗｒｉｔｉｎｇ　ＢⅠ 30 2 3・4 ×
英語ｗｒｉｔｉｎｇ　ＢⅡ 30 2 3・4 ×
英語学研究Ⅰ 30 2 3・4
英語学研究Ⅱ 30 2 3・4
英語英米文学特講ＡⅠ 30 2 3・4
英語英米文学特講ＡⅡ 30 2 3・4
英語英米文学特講ＢⅠ 30 2 3・4
英語英米文学特講ＢⅡ 30 2 3・4
英語英米文学特講ＣⅠ 30 2 3・4
英語英米文学特講ＣⅡ 30 2 3・4
英語翻訳論Ⅰ 30 2 3・4 ×
英語翻訳論Ⅱ 30 2 3・4 ×
英語による比較文化論Ⅰ 30 1 3・4
英語による比較文化論Ⅱ 30 1 3・4
比較文化Ⅰ 30 2 3・4

×現代英語演習Ⅰ 30 2 2

英語・英米文学専修
の履修モデル

英語・英米文学専修
に属する学生は,、英
語・英米文学専修科
目群の中から次の履
修モデルに従い履修
すること。
必修科目
英米文学講読ＡⅠ・
英米文学講読ＡⅡ・
英会話Ⅰ・英会話Ⅱ・
英語writingＡⅠ・英
語writingＡⅡ　１０単
位

選択科目２８単位
合計３８単位
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科目別 授業科目
授業
時間

年次
他学
部履
修

備考

必修 選択

必修・選
択及び単
位数

比較文化Ⅱ 30 2 3・4
言語学Ⅰ 30 2 3・4
言語学Ⅱ 30 2 3・4
演劇論Ⅰ 30 2 3・4
演劇論Ⅱ 30 2 3・4

社会学 基礎文献講読 30 2 2 ×
専修 社会学史 30 2 2

科目群 社会調査法 30 2 2
(67科目) 社会調査入門 30 2 2

家族社会学　　　 30 2 2
都市社会学 30 2 2
政治社会学 30 2 2
産業社会学 30 2 2
労働社会学 30 2 2
社会調査実習Ⅰ 30 2 2
社会調査実習Ⅱ 30 2 2
教育社会学 30 2 3・4
地域社会学 30 2 3・4
理論社会学 30 2 3・4
社会病理学　　　 30 2 3・4
社会問題 30 2 3・4
社会運動論 30 2 3・4
フィールド調査法 30 2 3・4
社会学特講Ⅰ 30 2 3・4
社会学特講Ⅱ 30 2 3・4
マスコミュニケーション史 30 2 2
社会心理学 30 2 2
ジャーナリズム論 30 2 2
コミュニケーション論 30 2 2
メディア産業論 30 2 2
情報社会論 30 2 2
映像文化論 30 2 2
広告宣伝論 30 2 3・4
放送論 30 2 3・4
出版論 30 2 3・4
大衆文化論 30 2 3・4

メディア文化特講Ⅰ 30 2 3・4

メディア文化特講Ⅱ 30 2 3・4
国際関係論Ⅰ 30 2 2
国際関係論Ⅱ 30 2 2
国際社会論Ⅰ 30 2 2
国際社会論Ⅱ 30 2 2
社会学情報処理 30 2 2
欧米社会論 30 2 2
アジア社会論 30 2 3・4
中国社会論 30 2 3・4
ロシア社会論 30 2 3・4
中東アフリカ社会論 30 2 3・4
社会学外書講読Ⅰ 30 2 2
社会学外書講読Ⅱ 30 2 2
社会学外書講読Ⅲ 30 2 3・4
社会学外書講読Ⅳ 30 2 3・4
平和学特講Ⅰ 30 2 3・4
平和学特講Ⅱ 30 2 3・4
比較文化論 30 2 2
文化人類学 30 2 2
社会思想史 30 2 2
比較宗教学 30 2 2
宗教社会学 30 2 3・4

社会学専修履修モ
デル

社会学専修に属す
る学生は,、社会学
専修科目群の中か
ら次の履修モデル
に従い履修するこ
と。

必修科目
基礎文献講読２単
位

選択科目
　　３６単位

合計３８単位
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科目別 授業科目
授業
時間

年次
他学
部履
修

備考

必修 選択

必修・選
択及び単
位数

現代文化人類学 30 2 3・4
ジェンダー論 30 2 3・4
比較文化特講Ⅰ 30 2 3・4
比較文化特講Ⅱ 30 2 3・4
社会福祉概論Ⅰ 30 2 2
社会福祉概論Ⅱ 30 2 2
地域福祉論Ⅰ 30 2 3・4
地域福祉論Ⅱ 30 2 3・4
児童福祉論Ⅰ 30 2 3・4
児童福祉論Ⅱ 30 2 3・4
高齢者福祉論Ⅰ 30 2 3・4
高齢者福祉論Ⅱ 30 2 3・4
障害者福祉論Ⅰ 30 2 3・4
障害者福祉論Ⅱ 30 2 3・4

人文学 人文学概論Ⅰ 30 2 2

専修 人文学概論Ⅱ 30 2 2
科目群 哲学概論Ⅰ 30 2 2

史学概論Ⅰ 30 2 2
史学概論Ⅱ 30 2 2
論理学Ⅰ 30 2 2～4
論理学Ⅱ　　 30 2 2～4
宗教学Ⅰ 30 2 2～4
宗教学Ⅱ 30 2 2～4
民俗学Ⅰ 30 2 2～4
民俗学Ⅱ 30 2 2～4
倫理学概論Ⅰ　 30 2 2～4
倫理学概論Ⅱ 30 2 2～4
考古学概論Ⅰ 30 2 2～4
考古学概論Ⅱ 30 2 2～4
哲学思想史Ⅰ 30 2 2～4
哲学思想史Ⅱ 30 2 2～4
西洋哲学史Ⅰ 30 2 2～4
西洋哲学史Ⅱ 30 2 2～4
東洋思想史Ⅰ 30 2 2～4
東洋思想史Ⅱ 30 2 2～4
日本思想史Ⅰ 30 2 2～4
日本思想史Ⅱ 30 2 2～4
日本史概説Ⅰ 30 2 2～4
日本史概説Ⅱ 30 2 2～4
東洋史概説Ⅰ 30 2 2～4
東洋史概説Ⅱ 30 2 2～4
西洋史概説Ⅰ 30 2 2～4
西洋史概説Ⅱ 30 2 2～4
近現代史研究Ⅰ 30 2 2～4
近現代史研究Ⅱ 30 2 2～4
東洋文化史Ⅰ 30 2 2～4
東洋文化史Ⅱ 30 2 2～4
西洋文化史Ⅰ 30 2 2～4
西洋文化史Ⅱ 30 2 2～4
中央ユーラシア史Ⅰ 30 2 2～4
中央ユーラシア史Ⅱ 30 2 2～4
美学美術史Ⅰ 30 2 2～4
美学美術史Ⅱ 30 2 2～4
古文書学Ⅰ 30 2 2～4
古文書学Ⅱ 30 2 2～4
西洋古典語Ⅰ 30 2 2～4
西洋古典語Ⅱ 30 2 2～4
サンスクリット語Ⅰ 30 2 2～4

2 2(65科目) 哲学概論Ⅱ 30

人文学専修の履
修モデル

人文学専修に属
する学生は,、人
文学専修科目群
の中から次の履
修モデルに従い
履修すること。

選択必修科目
　人文学概論Ⅰ・
人文学概論Ⅱ・哲
学概論Ⅰ・哲学概
論Ⅱ・史学概論
Ⅰ・史学概論Ⅱの
中から
　　　４単位
選択科目
　　３４単位

合計３８単位
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科目別 授業科目
授業
時間

年次
他学
部履
修

備考

必修 選択

必修・選
択及び単
位数

サンスクリット語Ⅱ 30 2 2～4
人文学外書講読ＡⅠ 30 2 2～4
人文学外書講読ＡⅡ 30 2 2～4
人文学外書講読ＢⅠ 30 2 2～4
人文学外書講読ＢⅡ 30 2 2～4
人文学外書講読ＣⅠ 30 2 2～4
人文学外書講読ＣⅡ 30 2 2～4
人文学外書講読ＤⅠ 30 2 2～4
人文学外書講読ＤⅡ 30 2 2～4
人文学外書講読ＥⅠ 30 2 2～4
人文学外書講読ＥⅡ 30 2 2～4
哲学特講ＡⅠ 30 2 3・4
哲学特講ＡⅡ 30 2 3・4
哲学特講ＢⅠ 30 2 3・4
哲学特講ＢⅡ 30 2 3・4
史学特講ＡⅠ 30 2 3・4
史学特講ＡⅡ 30 2 3・4
史学特講ＢⅠ 30 2 3・4
史学特講ＢⅡ 30 2 3・4
日本語学概論Ⅰ 30 2 2

日本語 日本語学概論Ⅱ 30 2 2
日本文学 日本文学概論Ⅰ 30 2 2
専修 日本文学概論Ⅱ 30 2 2
科目群 日本語史 30 2 3
(55科目) 日本文学史 30 2 3

日本語教育概論Ⅰ 30 2 2～4
日本語教育概論Ⅱ 30 2 2～4
日本語音声学 30 2 2～4
日本語表記論 30 2 2～4
日本語語彙論 30 2 2～4
日本語古典文法 30 2 2～4
日本語現代文法Ａ 30 2 2～4
日本語現代文法Ｂ 30 2 2～4
日本語方言論 30 2 2～4
語用論 30 2 2～4
社会言語学 30 2 2～4
古典文学作品講読Ａ 30 2 2～4
古典文学作品講読Ｂ 30 2 2～4
古典文学作品講読Ｃ 30 2 2～4
近代文学作品講読Ａ 30 2 2～4
近代文学作品講読Ｂ 30 2 2～4
近代文学作品講読Ｃ 30 2 2～4
作家作品論Ａ（古典） 30 2 2～4
作家作品論Ｂ（古典） 30 2 2～4
作家作品論Ｃ（古典） 30 2 2～4
作家作品論Ｄ（近代） 30 2 2～4
作家作品論Ｅ（近代） 30 2 2～4
作家作品論Ｆ（近代） 30 2 2～4
比較文学 30 2 2～4
言語学概論Ⅰ 30 2 2～4
言語学概論Ⅱ 30 2 2～4
日本語教授法Ⅰ 30 2 2～4
日本語教授法Ⅱ 30 2 2～4
日本語教材研究Ⅰ 30 2 2～4
日本語教材研究Ⅱ 30 2 2～4
対照言語学Ⅰ 30 2 2～4
対照言語学Ⅱ 30 2 2～4
言語習得論 30 2 2～4
異文化コミュニケーション論Ⅰ 30 2 2～4

 

日本語・日本文
学専修の履修モ
デル

日本語・日本文
学専修に属する
学生は,日本語・
日本文学専修科
目群の中から次
の履修モデルに
従い履修するこ
と。

必修科目　日本
語学概論Ⅰ・日
本語学概論Ⅱ・
日本文学概論
Ⅰ・日本文学概
論Ⅱ・日本語史・
日本文学史
６科目１２単位
選択科目
　　２６単位
合計
　　３８単位

367



新文学部概要

科目別 授業科目
授業
時間

年次
他学
部履
修

備考

必修 選択

必修・選
択及び単
位数

異文化コミュニケーション論Ⅱ 30 2 2～4

日本語教育実習 30 2 4
漢文学特講Ⅰ 30 2 2～4

書道Ⅰ 30 2 3・4

書道Ⅱ 30 2 3・4
日本語学特講Ａ 30 2 3・4
日本語学特講Ｂ 30 2 3・4
日本語学特講Ｃ 30 2 3・4
日本文学特講Ａ 30 2 3・4
日本文学特講Ｂ 30 2 3・4
日本文学特講Ｃ 30 2 3・4
日本語教育学特講Ａ 30 2 3・4
日本語教育学特講Ｂ 30 2 3・4
日本語教育学特講Ｃ 30 2 3・4

中国語・ 中国語会話Ⅰ 30 1 2 ×
中国社会 中国語会話Ⅱ 30 1 2 ×
文化専修 中国語文法Ⅰ 30 2 2 ×
科目群 中国語文法Ⅱ 30 2 2 ×
(47科目) 中国語文法Ⅲ 30 2 2 ×

中国語文法Ⅳ 30 2 2 ×
中国語講読Ⅰ 30 2 2 ×
中国語講読Ⅱ 30 2 2 ×
中国の歴史Ⅰ 30 2 2～4
中国の歴史Ⅱ 30 2 2～4
日中関係史Ⅰ 30 2 2～4
日中関係史Ⅱ 30 2 2～4
中国の政治Ⅰ 30 2 2～4
中国の政治Ⅱ 30 2 2～4
中国の社会Ⅰ 30 2 2～4
中国の社会Ⅱ 30 2 2～4
中国の思想Ⅰ 30 2 2～4
中国の思想Ⅱ 30 2 2～4
中国の教育Ⅰ 30 2 2～4
中国の教育Ⅱ 30 2 2～4
中国の文学Ⅰ 30 2 2～4
中国の文学Ⅱ 30 2 2～4
中国語音韻学 30 2 2～4
中国社会文化特講ＡⅠ 30 2 2～4
中国社会文化特講ＡⅡ 30 2 2～4
中国社会文化特講ＢⅠ 30 2 2～4
中国社会文化特講ＢⅡ 30 2 2～4
中国語講読Ⅲ 30 2 3 ×
中国語講読Ⅳ 30 2 3 ×
中国語コミュニケーションⅠ 30 1 3 ×
中国語コミュニケーションⅡ 30 1 3 ×
中国語作文Ⅰ 30 2 3 ×
中国語作文Ⅱ 30 2 3 ×
中国の経済Ⅰ 30 2 3・4
中国の経済Ⅱ 30 2 3・4
インターネット中国語 30 2 3・4 ×
マルチメディア中国語 30 2 3・4 ×
ビジネス中国語 30 2 3・4 ×
時事中国語 30 2 3・4 ×
中国語通訳演習Ⅰ 30 1 3・4
中国語通訳演習Ⅱ 30 1 3・4
中国語翻訳演習Ⅰ 30 2 3・4
中国語翻訳演習Ⅱ 30 2 3・4

2～4漢文学特講Ⅱ 30 2

中国語・中国社会
文化専修の履修モ
デル

中国語・中国社会
文化専修に属する
学生は、中国語・中
国社会文化専修科
目群の中から次の
履修モデルに従い
履修すること。

必修科目
中国語会話Ⅰ・中
国語会話Ⅱ・中国
語文法Ⅰ・中国語
文法Ⅱ・中国語Ⅲ・
中国語Ⅳ・中国語
講読Ⅰ・中国語講
読Ⅱ
　８科目
　　１４単位
　選択科目
　　２４単位
　合計
　　３８単位
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科目別 授業科目
授業
時間

年次
他学
部履
修

備考

必修 選択

必修・選
択及び単
位数

中国語学Ⅰ 30 2 3・4

中国語学Ⅱ 30 2 3・4

中国語コミュニケーションⅢ 30 1 4 ×
中国語コミュニケーションⅣ 30 1 4 ×

ロシア語 ロシア語文法Ⅰ 30 2 2 ×
ロシア ロシア語文法Ⅱ 30 2 2 ×
社会文化 ロシア語講読Ⅰ 30 2 2 ×
専修 ロシア語講読Ⅱ 30 2 2 ×
科目群 ロシア語会話ＡⅠ 30 1 2 ×
(54科目) ロシア語会話ＡⅡ 30 1 2 ×

ロシア語作文Ⅰ 30 2 3 ×
ロシア語作文Ⅱ 30 2 3 ×
ロシア語会話ＢⅠ 30 1 3 ×
ロシア語会話ＢⅡ 30 1 3 ×
ロシア語高等文法Ⅰ 30 2 3・4 ×
ロシア語高等文法Ⅱ 30 2 3・4 ×
ロシア文学講読Ⅰ 30 2 3・4 ×
ロシア文学講読Ⅱ 30 2 3・4 ×
時事ロシア語Ⅰ 30 2 3・4 ×
時事ロシア語Ⅱ 30 2 3・4 ×
ロシア語作文応用Ⅰ 30 2 3・4 ×

ロシア語音声学Ⅰ 30 2 2
ロシア語音声学Ⅱ 30 2 2
ロシア近代史 30 2 2
ロシア現代史 30 2 2
ロシアの芸術Ⅰ 30 2 2
ロシアの芸術Ⅱ 30 2 2
東欧事情ＡⅠ 30 2 2
東欧事情ＡⅡ 30 2 2
東欧事情ＢⅠ 30 2 2
東欧事情ＢⅡ 30 2 2
ロシア語学Ⅰ 30 2 3・4

ロシア語学Ⅱ 30 2 3・4

ロシア語翻訳論Ⅰ 30 2 3・4

ロシア語翻訳論Ⅱ 30 2 3・4

ロシア語通訳演習Ⅰ 30 1 3・4

ロシア語通訳演習Ⅱ 30 1 3・4

ロシア語通訳演習Ⅲ 30 1 3・4

ロシア語通訳演習Ⅳ 30 1 3・4

ロシア文学Ⅰ 30 2 3・4

ロシア文学Ⅱ 30 2 3・4

ロシア文学特講Ⅰ 30 2 3・4

ロシア文学特講Ⅱ 30 2 3・4

ロシアの宗教思想Ⅰ 30 2 3・4

ロシアの宗教思想Ⅱ 30 2 3・4

ロシアの社会Ⅰ 30 2 3・4

ロシアの社会Ⅱ 30 2 3・4

ロシアの経済Ⅰ 30 2 3・4

ロシアの経済Ⅱ 30 2 3・4

スラヴ民族学Ⅰ 30 2 3・4

スラヴ民族学Ⅱ 30 2 3・4

ロシア語作文応用Ⅱ 30 2 3・4 ×

ロシア語・ロシア社
会文化専修の履修
モデル

ロシア語・ロシア社
会文化専修に属す
る学生は,、ロシア
語・ロシア社会文化
専修科目群の中か
ら次の履修モデル
に従い履修するこ
と。

必修科目
　ロシア語文法Ⅰ・
ロシア語文法Ⅱ・ロ
シア語講読ＡⅠ・ロ
シア語講読ＡⅡ・ロ
シア語会話ＡⅠ・ロ
シア語会話ＡⅡ・ロ
シア語作文Ⅰ・ロシ
ア語作文Ⅱ・ロシア
語会話ＢⅠ・ロシア
語会話ＢⅡ　　１０
科目１６単位選択
必修科目　　　　　ロ
シア語高等文法
Ⅰ・ロシア語高等文
法Ⅱ・ロシア文学講
読Ⅰ・ロシア文学講
読Ⅱ・時事ロシア語
Ⅰ・時事ロシア語
Ⅱ・ロシア語作文応
用Ⅰ・ロシア語作文
応用Ⅱの中から８
単位
　選択科目
　　１４単位
　合計
　　３８単位
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科目別 授業科目
授業
時間

年次
他学
部履
修

備考

必修 選択

必修・選
択及び単
位数

総合 ドイツ文学Ⅰ 30 2 2

人間学 ドイツ文学Ⅱ 30 2 2

専修 ドイツ文化研究Ⅰ 30 2 3・4

科目群 ドイツ文化研究Ⅱ 30 2 3・4

(8科目) 中東文化論Ⅰ 30 2 2

中東文化論Ⅱ 30 2 2

スペイン文化研究Ⅰ 30 2 3・4

スペイン文化研究Ⅱ 30 2 3・4

自由 マルチメディア実習Ⅰ 30 2 2～4
科目群 マルチメディア実習Ⅱ 30 2 2～4
(22科目) マルチメディア実習Ⅲ 30 2 2～4

社会調査分析論 30 2 3
社会統計学 30 2 3
日本史Ⅰ 30 2 2・3
日本史Ⅱ 30 2 2・3
外国史Ⅰ（西洋史） 30 2 2・3
外国史Ⅱ（東洋史） 30 2 2・3
地理学Ⅰ 30 2 2
地理学Ⅱ 30 2 2
人文地理学 30 2 3・4
自然地理学 30 2 3・4
地誌学 30 2 3
法学概説 30 2 1～4
政治学原論 30 2 2
民法 60 4 1
商法 60 4 2
経済原論 60 4 1
社会学 30 2 1～4
心理学Ⅰ 30 2 3・4
心理学Ⅱ 30 2 3・4

総合人間学専修の履修
モデル
総合人間学専修に属する
学生は,、次の履修モデル
に従い履修すること。そ
れぞれの専修科目群から
２６単位を上限として自由
に履修できる。合計３８単
位以上を人間学科専修
専門科目から修得するこ
と。
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多彩なプログラム

英語・通訳翻訳家養成プログラム　英語・英米文学専修提供

授業科目 単位
履修年次

　開講科目の配置 コマ
1 2 3 4

必修科目：１０科目16 単位
英語翻訳演習ＡⅠ 2 〇 英語・英米文学専修専門科目 前期２
英語翻訳演習ＡⅡ 2 〇 英語・英米文学専修専門科目 後期２
英語通訳演習ＡⅠ 1 〇 英語・英米文学専修専門科目 前期１
英語通訳演習ＡⅡ 1 〇 英語・英米文学専修専門科目 後期１
英語翻訳演習ＢⅠ 2 〇 英語・英米文学専修専門科目 前期２
英語翻訳演習ＢⅡ 2 〇 英語・英米文学専修専門科目 後期２
英語通訳演習ＢⅠ 1 〇 英語・英米文学専修専門科目 前期３
英語通訳演習ＢⅡ 1 〇 英語・英米文学専修専門科目 後期３
英語翻訳論Ⅰ 2 〇 英語・英米文学専修専門科目 前期
英語翻訳論Ⅱ 2 〇 英語・英米文学専修専門科目 後期

時事英語学習プログラム　英語・英米文学専修提供

授業科目 単位
履修年次

　開講科目の配置 コマ
1 2 3 4

必修科目：６科目１２単位
時事英語ＡⅠ 2 〇 英語・英米文学専修専門科目 前期２
時事英語ＡⅡ 2 〇 英語・英米文学専修専門科目 後期２
時事英語ＢⅠ 2 〇 英語・英米文学専修専門科目 前期２
時事英語ＢⅡ 2 〇 英語・英米文学専修専門科目 後期２
現代英語演習Ⅰ 2 〇 英語・英米文学専修専門科目 前期２
現代英語演習Ⅱ 2 〇 英語・英米文学専修専門科目 後期２

社会福祉プログラム　社会学専修提供

授業科目 単位
履修年次

　開講科目の配置 コマ
1 2 3 4

必修科目：　１０科目２０単位
社会福祉概論Ⅰ 2 〇 社会学専修専門科目 前期
社会福祉概論Ⅱ 2 〇 社会学専修専門科目 後期
地域福祉論Ⅰ 2 〇 社会学専修専門科目 前期
地域福祉論Ⅱ 2 〇 社会学専修専門科目 後期
児童福祉論Ⅰ 2 〇 社会学専修専門科目 前期
児童福祉論Ⅱ 2 〇 社会学専修専門科目 後期
高齢者福祉論Ⅰ 2 〇 社会学専修専門科目 前期
高齢者福祉論Ⅱ 2 〇 社会学専修専門科目 後期
障害者福祉論Ⅰ 2 〇 社会学専修専門科目 前期
障害者福祉論Ⅱ 2 〇 社会学専修専門科目 後期

　　　　　　　　　　　　　

メディアスキルプログラム

授業科目 単位
履修年次

　開講科目の配置 コマ
1 2 3 4

必修科目：６科目１２単位
メディア産業論 2 〇 社会学専修専門科目
情報社会論 2 〇 社会学専修専門科目
マルチメディア実習Ⅰ 2 〇 学科共通専門科目
マルチメディア実習Ⅱ 2 〇 学科共通専門科目
マルチメディア実習Ⅲ 2 〇 学科共通専門科目

　　　　　　　　　　　　　

社会調査士プログラム　社会学専修提供

授業科目 単位
履修年次

　開講科目の配置 コマ
1 2 3 4

必修科目：７科目１４単位
社会調査入門 2 〇 社会学専修専門科目 前期
社会調査法 2 〇 社会学専修専門科目 後期
社会調査分析論 2 〇 学科共通専門科目 前期
社会統計学 2 〇 学科共通専門科目 後期
社会調査実習Ⅰ 2 〇 社会学専修専門科目 前期
社会調査実習Ⅱ 2 〇 社会学専修専門科目 後期
フィールド調査法 2 〇 社会学専修専門科目 前期
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比較思想プログラム　人文学専修提供

授業科目 単位
履修年次

　開講科目の配置 コマ
1 2 3 4

必修科目：８科目１６単位
哲学思想史Ⅰ 2 〇 人文学専修専門科目 前期
哲学思想史Ⅱ 2 〇 人文学専修専門科目 後期
西洋哲学史Ⅰ 2 〇 人文学専修専門科目 前期
西洋哲学史Ⅱ 2 〇 人文学専修専門科目 後期
東洋思想史Ⅰ 2 〇 人文学専修専門科目 前期
東洋思想史Ⅱ 2 〇 人文学専修専門科目 後期
日本思想史Ⅰ 2 〇 人文学専修専門科目 前期
日本思想史Ⅱ 2 〇 人文学専修専門科目 後期

古典語プログラム　人文学専修提供

授業科目 単位
履修年次

　開講科目の配置 コマ
1 2 3 4

必修科目：　６科目１２単位
西洋古典語Ⅰ 2 〇 人文学専修専門科目 前期
西洋古典語Ⅱ 2 〇 人文学専修専門科目 後期
サンスクリット語Ⅰ 2 〇 人文学専修専門科目 前期
サンスクリット語Ⅱ 2 〇 人文学専修専門科目 後期
古文書学Ⅰ 2 〇 人文学専修専門科目 前期
古文書学Ⅱ 2 〇 人文学専修専門科目 後期

日本語教育プログラム  日本語・日本文学専修提供

授業科目 単位
履修年次

　開講科目の配置 コマ
1 2 3 4

日本語教育科目：２２単位以上
日本語教育概論Ⅰ 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 前期
日本語教育概論Ⅱ 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 後期
言語学概論Ⅰ 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 前期
言語学概論Ⅱ 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 後期
日本語教授法Ⅰ 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 前期
日本語教授法Ⅱ 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 後期
日本語教材研究Ⅰ 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 前期
日本語教材研究Ⅱ 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 後期
異文化コミュニケーション論Ⅰ 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 前期
異文化コミュニケーション論Ⅱ 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 後期
日本語音声学 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 前期
対照言語学Ⅰ 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 前期
対照言語学Ⅱ 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 後期
社会言語学 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 前期
言語習得論 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 前期
語用論 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 後期
日本語教育特講Ａ 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 前期
日本語教育特講Ｂ 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 後期
日本語教育実習 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 前期
日本語教育関連科目：
日本語学概論Ⅰ 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 前期
日本語学概論Ⅱ 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 後期
日本語語彙論 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 後期
日本語表記論 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 前期
日本語現代文法Ａ 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 前期
日本語現代文法Ｂ 2 〇 日本語・日本文学専修専門科目 後期
日本史概説Ⅰ 2 人文学専修専門科目 前期
日本史概説Ⅱ 2 人文学専修専門科目 後期
比較文化論 2 社会学専修専門科目 前期
アジア社会論 2 社会学専修専門科目 前期
中国社会論 2 社会学専修専門科目 前期
日本語教育科目（２２単位以上）及び日本語教育関連科目から２６単位以上を修得。

中国語資格取得プログラム　中国語・中国社会文化専修提供

授業科目 単位
履修年次

　開講科目の配置 コマ
1 2 3 4

必修科目：５科目８単位
中国語コミュニケーションⅢ 1 〇 中国語・中国社会文化専修専門科目 前期
中国語コミュニケーションⅣ 1 〇 中国語・中国社会文化専修専門科目 後期
中国語学Ⅰ 2 〇 中国語・中国社会文化専修専門科目 前期
中国語学Ⅱ 2 〇 中国語・中国社会文化専修専門科目 後期
時事中国語 2 〇 中国語・中国社会文化専修専門科目 後期
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現代中国研究プログラム　中国語・中国社会文化専修提供

授業科目 単位
履修年次

　開講科目の配置 コマ
1 2 3 4

必修科目：６科目１２単位
中国の政治Ⅰ 2 〇 中国語・中国社会文化専修専門科目 前期
中国の政治Ⅱ 2 〇 中国語・中国社会文化専修専門科目 後期
中国の教育Ⅰ 2 〇 中国語・中国社会文化専修専門科目 前期
中国の教育Ⅱ 2 〇 中国語・中国社会文化専修専門科目 後期
中国の社会Ⅰ 2 〇 中国語・中国社会文化専修専門科目 前期
中国の社会Ⅱ 2 〇 中国語・中国社会文化専修専門科目 後期

ロシア語・通訳翻訳家養成プログラム　ロシア語・ロシア社会文化専修提供

授業科目 単位
履修年次

　開講科目の配置 コマ
1 2 3 4

必修科目：１６科目２０単位
ロシア語通訳演習Ⅰ 1 〇 ロシア語ロシア社会文化専修専門科目 前期
ロシア語通訳演習Ⅱ 1 〇 ロシア語ロシア社会文化専修専門科目 後期
ロシア語通訳演習Ⅲ 1 〇 ロシア語ロシア社会文化専修専門科目 前期
ロシア語通訳演習Ⅳ 1 〇 ロシア語ロシア社会文化専修専門科目 後期
ロシア語翻訳論Ⅰ 2 〇 ロシア語ロシア社会文化専修専門科目 前期
ロシア語翻訳論Ⅱ 2 〇 ロシア語ロシア社会文化専修専門科目 後期
ロシア語文学特講Ⅰ 2 〇 ロシア語ロシア社会文化専修専門科目 前期
ロシア語文学特講Ⅱ 2 〇 ロシア語ロシア社会文化専修専門科目 後期
ロシア語高等文法Ⅰ 1 〇 ロシア語ロシア社会文化専修専門科目 前期
ロシア語高等文法Ⅱ 1 〇 ロシア語ロシア社会文化専修専門科目 後期
ロシア文学講読Ⅰ 1 〇 ロシア語ロシア社会文化専修専門科目 前期
ロシア文学講読Ⅱ 1 〇 ロシア語ロシア社会文化専修専門科目 後期
時事ロシア語Ⅰ 1 〇 ロシア語ロシア社会文化専修専門科目 前期
時事ロシア語Ⅱ 1 〇 ロシア語ロシア社会文化専修専門科目 後期
ロシア語作文応用Ⅰ 1 〇 ロシア語ロシア社会文化専修専門科目 前期
ロシア語作文応用Ⅱ 1 〇 ロシア語ロシア社会文化専修専門科目 後期
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教科に関する専門科目（英語コース）
コ
｜
ス

免許法上の規定 本学の規定
最低修得科目・単位数

コマ
免許施行規則に定める科目区分

最低取得単位数 教科に関する専門科目

中１ 中2 高1 科目名 年次 単位 中1 中2 高1

英
語
コ
｜
ス

英語学 1 1 1

大学英語入門Ⅰ 1 2 2

大学英語入門Ⅱ 1 2 2

英語史Ⅰ 2 2 1

英語史Ⅱ 2 2 1

コーパス英語学 2 2 1

英語情報工学演習 2 2 1

英語学概論Ⅰ 2 2 ◎ ◎ ◎ 2

英語学概論Ⅱ 2 2 ◎ ◎ ◎ 2

英語音声学Ⅰ 2 2 2

英語音声学Ⅱ 2 2 2

英文法研究Ⅰ 2 2 1

英文法研究Ⅱ 2 2 1

英語学研究Ⅰ 3,4 2 1

英語学研究Ⅱ 3,4 2 1

言語学Ⅰ 3,4 2 1

言語学Ⅱ 3,4 2 1

英米文学 1 1 1

英米文学入門Ⅰ 2 2 4

英米文学入門Ⅱ 2 2 4

英米文学講読ＡⅠ 2 2 4

英米文学講読ＡⅡ 2 2 4

英米文学史ＡⅠ 2 2 1

英米文学史ＡⅡ 2 2 1

英米文学史ＢⅠ 2 2 1

英米文学史ＢⅡ 2 2 1

英米文学概論Ⅰ 2 2 ※ ※ ※ 1

英米文学概論Ⅱ 2 2 ※ ※ ※ 1

英米文学研究ＡⅠ 3,4 2 1

英米文学研究ＡⅡ 3,4 2 1

英米文学研究ＢⅠ 3,4 2 1

英米文学研究ＢⅡ 3,4 2 1

英米文学研究ＣⅠ 3,4 2 1

英米文学研究ＣⅡ 3,4 2 1

英米文学講読ＢⅠ 3,4 2 1

英米文学講読ＢⅡ 3,4 2 1

演劇論Ⅰ 3,4 2 1

演劇論Ⅱ 3,4 2 1

英語コミュニケーション 1 1 1

英会話Ⅰ 2 1 ※ ※ ※ 7

英会話Ⅱ 2 1 ※ ※ ※ 7

英語ｗｒｉｔｉｎｇ入門Ⅰ 1 1 4

英語ｗｒｉｔｉｎｇ入門Ⅱ 1 1 4

英語ｗｒｉｔｉｎｇ　ＡⅠ 2 2 3

英語ｗｒｉｔｉｎｇ　ＡⅡ 2 2 3

英語ｗｒｉｔｉｎｇ　ＢⅠ 3,4 2 2

英語ｗｒｉｔｉｎｇ　ＢⅡ 3,4 2 2

時事英語ＡⅠ 2 2 2

時事英語ＡⅡ 2 2 2

時事英語ＢⅠ 2 2 2

時事英語ＢⅡ 2 2 2

英語通訳演習ＡⅠ 2 1 1

英語通訳演習ＡⅡ 2 1 1

英語通訳演習ＢⅠ 3,4 1 1

英語通訳演習ＢⅡ 3,4 1 1

現代英語演習Ⅰ 2 2 2

現代英語演習Ⅱ 2 2 2

英語翻訳演習ＡⅠ 2 2 2

英語翻訳演習ＡⅡ 2 2 2

英語翻訳演習ＢⅠ 3,4 2 1

英語翻訳演習ＢⅡ 3,4 2 1

英語翻訳論Ⅰ 3,4 2 1

英語翻訳論Ⅱ 3,4 2 1

異文化理解 1 1 1

英語による比較文化論Ⅰ 1 1 4

英語による比較文化論Ⅱ 1 1 4

比較文化Ⅰ 3,4 2 ※ ※ ※ 1

比較文化Ⅱ 3,4 2 ※ ※ ※ 1

合計 20 10 20
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教科に関する専門科目（社会コース）
コ
｜
ス

免許法上の規定 本学の規定
最低修得科目・単位数

コマ
免許施行規則に定める科目区分

最低取得単位数 教科に関する専門科目

中１ 中2 高1 科目名 年次 単位 中1 中2 高1

社
会
コ
｜
ス

日本史およ
び外国史

地
歴
コ
｜
ス

日本史

1 1

1

日本史概説Ⅰ 2～4 2
◎ ◎ 地歴◎

日本史Ⅰ（教職） 2.3 2

日本史概説Ⅱ 2～4 2
◎ ◎ 地歴◎

日本史Ⅱ（教職） 2.3 2

マスコミュニケーション史 2 2

文化史入門Ⅰ 1 2

文化史入門Ⅱ 1 2

日本思想史Ⅰ 2～4 2

日本思想史Ⅱ 2～4 2

近現代史研究Ⅰ 2～4 2

近現代史研究Ⅱ 2～4 2

古文書学Ⅰ 2～4 2

古文書学Ⅱ 2～4 2

史学特講ＢⅠ 3,4 2

史学特講ＢⅡ 3,4 2

外国史 1

東洋史概説Ⅰ 2～4 2
◎ ◎ 地歴◎

外国史Ⅰ（東洋史） 2,3 2

西洋史概説Ⅰ 2～4 2
◎ ◎ 地歴◎

外国史Ⅱ（西洋史） 2、3 2

社会学史 2 2

社会思想史 2 2

東洋思想史入門Ⅰ 1 2

東洋思想史入門Ⅱ 1 2

史学概論Ⅰ 2 2

史学概論Ⅱ 2 2

考古学概論Ⅰ 2～4 2

考古学概論Ⅱ 2～4 2

哲学思想史Ⅰ 2～4 2

哲学思想史Ⅱ 2～4 2

西洋哲学史Ⅰ 2～4 2

西洋哲学史Ⅱ 2～4 2

東洋思想史Ⅰ 2～4 2

東洋思想史Ⅱ 2～4 2

東洋史概説Ⅱ 2～4 2

西洋史概説Ⅱ 2～4 2

東洋文化史Ⅰ 2～4 2

東洋文化史Ⅱ 2～4 2

西洋文化史Ⅰ 2～4 2

西洋文化史Ⅱ 2～4 2

中央ユーラシア史Ⅰ 2～4 2

中央ユーラシア史Ⅱ 2～4 2

美学美術史Ⅰ 2～4 2

美学美術史Ⅱ 2～4 2

史学特講ＡⅠ 3,4 2

史学特講ＡⅡ 3,4 2

地理学（地誌
を含む）

人文地理学
及び

自然地理学 1 1
1

地理学Ⅰ 2 2 ◎ ◎ 地歴◎

地理学Ⅱ 2 2 ◎ ◎ 地歴◎

人文地理学 3,4 2 地歴◎

自然地理学 3,4 2 地歴◎

地域社会学 3,4 2

都市社会学 2 2

ロシア社会論 3,4 2

中国社会論 3,4 2

アジア社会論 3,4 2

欧米社会論 2 2

民俗学Ⅰ 2～4 2

民俗学Ⅱ 2～4 2

地誌学 1 地誌学 3 2 ◎ ◎ 地歴◎

「法律学・政
治学」

公
民
コ
｜
ス

「法律学（国
際法を含

む）・政治学
（国際政治
を含む）」

1 1 1

法学概説 1～4 2 ◎ ◎ 公民◎

政治学原論 2 2 ◎ ◎ 公民◎

国際関係論Ⅰ 2 2

国際関係論Ⅱ 2 2

国際関係論入門 1 2

民法 1 2

商法 2 2

政治社会学 2 2
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教科に関する専門科目（社会コース　つづき）
コ
｜
ス

免許法上の規定 本学の規定
最低修得科目・単位数

コマ
免許施行規則に定める科目区分

最低取得単位数 教科に関する専門科目

中１ 中2 高1 科目名 年次 単位 中1 中2 高1

社
会
コ
｜
ス

｢社会学・経
済学｣

公
民
コ
｜
ス

｢社会学・経
済学(国際
経済を含

む)｣

1 1 1

経済原論 2 4 ◎ ◎ 公民◎

社会学 1～4 2 公民◎

メディアと文化 1 2

現代の社会 1 2

社会調査法 2 2 後期

社会調査入門 2 2 前期

家族社会学 2 2

産業社会学 2 2

労働社会学 2 2

社会調査実習 2 2

教育社会学 3,4 2

理論社会学 3,4 2

社会病理学 3,4 2

社会問題 3,4 2

社会運動論 3,4 2

フィールド調査法 3,4 2

社会学特講Ⅰ 3,4 2

社会学特講Ⅱ 3,4 2

ジャーナリズム論 2 2

マス・コミュニケーション論 2 2

メディア産業論 2 2

情報社会論 2 2

映像文化論 2 2

広告宣伝論 3,4 2

放送論 3,4 2

出版論 3,4 2

大衆文化論 3,4 2

メディア文化特講Ⅰ 3,4 2

メディア文化特講Ⅱ 3,4 2

国際社会論Ⅰ 2 2

国際社会論Ⅱ 2 2

社会学情報処理 2 2

社会学外書講読Ⅰ 2 2

社会学外書講読Ⅱ 2 2

社会学外書講読Ⅲ 3,4 2

社会学外書講読Ⅳ 3,4 2

平和学特講Ⅰ 3,4 2

平和学特講Ⅱ 3,4 2

比較文化論 2 2

文化人類学 2 2

現代文化人類学 3,4 2

ジェンダー論 3,4 2

比較文化特講Ⅰ 3,4 2

比較文化特講Ⅱ 3,4 2

社会福祉概論Ⅰ 2 2

社会福祉概論Ⅱ 2 2

地域福祉論Ⅰ 3,4 2

地域福祉論Ⅱ 3,4 2

児童福祉論Ⅰ 3,4 2

児童福祉論Ⅱ 3,4 2

高齢者福祉論Ⅰ 3,4 2

高齢者福祉論Ⅱ 3,4 2

障害者福祉論Ⅰ 3,4 2

障害者福祉論Ⅱ 3,4 2

人文学概論Ⅰ 2 2

人文学概論Ⅱ 2 2

哲学・倫理
学・宗教学

「哲学・倫理
学・宗教学・
心理学」

1 1 1

社会心理学 2 2

比較宗教学 3,4 2

宗教社会学 3,4 2

文化と宗教 1 2

講座人間学Ａ 1 2

講座人間学Ｂ 1 2

哲学概論Ⅰ 2 2 ※ ※ 公民※

哲学概論Ⅱ 2 2 ※ ※ 公民※

論理学Ⅰ 2～4 2

論理学Ⅱ 2～4 2

宗教学Ⅰ 2～4 2 ※ ※ 公民※

宗教学Ⅱ 2～4 2 ※ ※ 公民※

倫理学概論Ⅰ 2～4 2 ※ ※ 公民※

倫理学概論Ⅱ 2～4 2 ※ ※ 公民※

哲学特講ＡⅠ 3～4 2

哲学特講ＡⅡ 3～4 2

哲学特講ＢⅠ 3～4 2

哲学特講ＢⅡ 3～4 2

心理学Ⅰ 3,4 2 公民※

心理学Ⅱ 3,4 2 公民※

合計 20 10 20
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教科に関する専門科目（国語コース）

コ
｜
ス

免許法上の規定 本学の規定
最低修得科目・単位数

コマ
免許施行規則に定める科目区分

最低取得単位数 教科に関する専門科目

中１ 中2 高1 科目名 年次 単位 中1 中2 高1

国
語
コ
｜
ス

国語学（音声言語および文書表
現に関するものを含む）

1 1 1

日本語学入門 1 2

日本語教育入門 1 2

日本語学概論Ⅰ 2 2 ◎ ◎ ◎

日本語学概論Ⅱ 2 2 ◎ ◎ ◎

日本語史 3 2 ◎ ◎ ◎

日本語教育概論Ⅰ 2～4 2

日本語教育概論Ⅱ 2～4 2

日本語音声学 2～4 2

日本語表記論 2～4 2

日本語語彙論 2～4 2

日本語古典文法 2～4 2

日本語現代文法Ａ 2～4 2

日本語現代文法Ｂ 2～4 2

日本語方言論 2～4 2

語用論 2～4 2

社会言語学 2～4 2

言語学概論Ⅰ 2～4 2

言語学概論Ⅱ 2～4 2

日本語教授法Ⅰ 2～4 2

日本語教授法Ⅱ 2～4 2

日本語教材研究Ⅰ 2～4 2

日本語教材研究Ⅱ 2～4 2

対照言語学Ⅰ 2～4 2

対照言語学Ⅱ 2～4 2

言語習得論 2～4 2

日本語教育実習 2～4 2

日本語学特講Ａ 2～4 2

日本語学特講Ｂ 2～4 2

日本語学特講Ｃ 2～4 2

日本語教育学特講Ａ 2～4 2

日本語教育学特講Ｂ 2～4 2

日本語教育学特講Ｃ 2～4 2

国文学（国文学史を含む） 1 1 1

日本古典文学入門 1 2

日本近代文学入門 1 2

日本文学概論Ⅰ 2 2 ◎ ◎ ◎

日本文学概論Ⅱ 2 2 ◎ ◎ ◎

日本文学史 3 2 ◎ ◎ ◎

古典文学作品講読Ａ 2～4 2

古典文学作品講読Ｂ 2～4 2

古典文学作品講読Ｃ 2～4 2

近代文学作品講読Ａ 2～4 2

近代文学作品講読Ｂ 2～4 2

近代文学作品講読Ｃ 2～4 2

作家作品論Ａ（古典） 2～4 2

作家作品論Ｂ（古典） 2～4 2

作家作品論Ｃ（古典） 2～4 2

作家作品論Ｄ（近代） 2～4 2

作家作品論Ｅ（近代） 2～4 2

作家作品論Ｆ（近代） 2～4 2

比較文学 2～4 2

日本文学特講Ａ 2～4 2

日本文学特講Ｂ 2～4 2

日本文学特講Ｃ 2～4 2

漢文学 1 1 1
漢文学特講Ⅰ 1～4 2 ◎ ◎ ◎

漢文学特講Ⅱ 1～4 2 ◎ ◎ ◎

書道（書写を中心とする） 1 1
書道Ⅰ 1～4 2 ◎ ◎

書道Ⅱ 2～4 2 ◎ ◎

合計 20 10 20
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新文学部概要

教科に関する専門科目（中国語コース）

コ
｜
ス

免許法上の規定 本学の規定
最低修得科目・単位数

コマ
免許施行規則に定める科目区分

最低取得単位数 教科に関する専門科目

中１ 中2 高1 科目名 年次 単位 中1 中2 高1

中国語学 1 1 1

中国語文法Ⅰ 2 2

中国語文法Ⅱ 2 2

中国語文法Ⅲ 2 2

中国語文法Ⅳ 2 2

中国語講読Ⅰ 2 2

中国語講読Ⅱ 2 2

中国語音韻学 2～4 2

中国語講読Ⅲ 2～4 2

中国語講読Ⅳ 2～4 2

ビジネス中国語 3,4 2

時事中国語 3,4 2

中国語学Ⅰ 3,4 2 ◎ ◎ ◎

中国語学Ⅱ 3,4 2 ◎ ◎ ◎

中国文学 1 1 1

中国現代文学入門 1 2

中国の文学Ⅰ 2～4 2 ◎ ◎ ◎

中国の文学Ⅱ 2～4 2 ◎ ◎ ◎

中国語コミュニケーション 1 1 1

中国語ＡⅠ 1 2

中国語ＡⅡ 1 2

中国語ＢⅠ 1 2

中国語ＢⅡ 1 2

中国語会話Ⅰ 2 1

中国語会話Ⅱ 2 1

中国社会文化特講ＡⅠ 2～4 2

中国社会文化特講ＡⅡ 2～4 2

中国社会文化特講ＢⅠ 2～4 2

中国社会文化特講ＢⅡ 2～4 2

中国語コミュニケーションⅠ 2～4 1 ◎ ◎ ◎

中国語コミュニケーションⅡ 2～4 1 ◎ ◎ ◎

中国語作文Ⅰ 2～4 2

中国語作文Ⅱ 2～4 2

中国語通訳演習Ⅰ 3,4 1

中国語通訳演習Ⅱ 3,4 1

中国語翻訳演習Ⅰ 3,4 2

中国語翻訳演習Ⅱ 3,4 2

中国語コミュニケーションⅢ 4 1

中国語コミュニケーションⅣ 4 1

インターネット中国語 3,4 2

マルチメディア中国語 3,4 2

異文化理解 1 1 1

中国語学入門 1 2

現代中国入門Ⅰ 2 2

現代中国入門Ⅱ 2 2

中国の歴史Ⅰ 2～4 2

中国の歴史Ⅱ 2～4 2

日中関係史Ⅰ 2～4 2

日中関係史Ⅱ 2～4 2

中国の政治Ⅰ 2～4 2

中国の政治Ⅱ 2～4 2

中国の社会Ⅰ 2～4 2 ※ ※ ※

中国の社会Ⅱ 2～4 2 ※ ※ ※

中国の思想Ⅰ 2～4 2

中国の思想Ⅱ 2～4 2

中国の教育Ⅰ 2～4 2

中国の教育Ⅱ 2～4 2

中国の経済Ⅰ 3,4 2

中国の経済Ⅱ 3,4 2

合計 20 10 20
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新文学部概要

教科に関する専門科目（ロシア語コース）

コ
｜
ス

免許法上の規定 本学の規定
最低修得科目・単位数

コマ
免許施行規則に定める科目区分

最低取得単位数 教科に関する専門科目

中１ 中2 高1 科目名 年次 単位 中1 中2 高1

ロ
シ
ア
語
コ
｜
ス

ロシア語学 1 1 1

ロシア語入門ＡⅠ 1 1

ロシア語入門ＡⅡ 1 1

ロシア語入門ＢⅠ 1 1

ロシア語入門ＢⅡ 1 1

ロシア語文法Ⅰ 2 2

ロシア語文法Ⅱ 2 2

ロシア語講読Ⅰ 2 2

ロシア語講読Ⅱ 2 2

ロシア語高等文法Ⅰ 3,4 2

ロシア語高等文法Ⅱ 3,4 2

ロシア語学Ⅰ 3,4 2 ◎ ◎ ◎

ロシア語学Ⅱ 3,4 2 ◎ ◎ ◎

ロシア文学 1 1 1

ロシアの文学Ⅰ 1 2 ◎ ◎ ◎

ロシアの文学Ⅱ 1 2 ◎ ◎ ◎

ロシア文学講読Ⅰ 3,4 2

ロシア文学講読Ⅱ 3,4 2

ロシア文学特講Ⅰ 3,4 2

ロシア文学特講Ⅱ 3,4 2

ロシア語
コミュニケーション

1 1 1

ロシア語会話ＡⅠ 2 1 ◎ ◎ ◎

ロシア語会話ＡⅡ 2 1 ◎ ◎ ◎

ロシア語作文Ⅰ 3 2

ロシア語作文Ⅱ 3 2

ロシア語会話ＢⅠ 3 1

ロシア語会話ＢⅡ 3 1

時事ロシア語Ⅰ 3,4 2

時事ロシア語Ⅱ 3,4 2

ロシア語作文応用Ⅰ 3,4 2

ロシア語作文応用Ⅱ 3,4 2

ロシア語音声学Ⅰ 2 2

ロシア語音声学Ⅱ 2 2

ロシア語翻訳論Ⅰ 3,4 2

ロシア語翻訳論Ⅱ 3,4 2

ロシア語通訳演習Ⅰ 3,4 2

ロシア語通訳演習Ⅱ 3,4 2

ロシア語通訳演習Ⅲ 3,4 2

ロシア語通訳演習Ⅳ 3,4 2

異文化理解 1 1 1

ロシア事情 1 2 ◎ ◎ ◎

ロシアの芸術 1 2

ロシア近代史 2 2

ロシア現代史 2 2

ロシアの芸術Ⅰ 2 2

ロシアの芸術Ⅱ 2 2

東欧事情ＡⅠ 2 2

東欧事情ＡⅡ 2 2

東欧事情ＢⅠ 2 2

東欧事情ＢⅡ 2 2

ロシアの宗教思想Ⅰ 3,4 2

ロシアの宗教思想Ⅱ 3,4 2

ロシアの社会Ⅰ 3,4 2

ロシアの社会Ⅱ 3,4 2

ロシアの経済Ⅰ 3,4 2

ロシアの経済Ⅱ 3,4 2

スラヴ民族学Ⅰ 3,4 2

スラヴ民族学Ⅱ 3,4 2

合計 20 10 20
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新文学部概要

教職に関する専門科目（中・高）
本学の規定

コマ免許法上の規定 最低取得単位数 教科に関する専門科目 最低修得単位数

中１ 中2 高1 科目名 年次 単位 中１ 中2 高1

第
二
欄

教職の意
義等に関
する科目

教職の意義及び教員の役割

2 2 2教員の職務内容（研修､服装及び身分保障等を含む） 教職概論：教職 1 2 2 2 2

進路選択に資する各種の機会の提供等

第
三
欄

教育の基
礎理論に
関する科
目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

6 4 6

教育原論 1 2 2 2 2 前期

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の
過程（障害のある幼児、児童および生徒の心身
の発達及び学習の過程を含む。）

教育心理 1 2 2 2 2 後期

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項 教育行政 3 2 2 2 2 前期

第
四
欄

教育課程
及び指導
法に関す
る科目

教育課程の意義及び編成の方法

各教科の指導法

12 4 6

社会科教育法Ⅰ 2 2 2 2 前期

社会科教育法Ⅱ(地歴科含む） 2 2 2 2 後期

社会科教育法Ⅲ(公民科含む） 3 2 2 2 後期

地理歴史科教育法 2 2 2 前期

公民科教育法 2 2 2 前期

英語科教育法Ⅰ 2 2 2 2 2 前期１

英語科教育法Ⅱ 2 2 2 2 後期１

英語科教育法Ⅲ 3 2 2 前期１

英語科教育法Ⅳ

国語科教育法Ⅰ 2 2 2 2 2 前期

国語科教育法Ⅱ 2 2 2 2 後期

国語科教育法Ⅲ 3 2 2 前期

国語科教育法Ⅳ

中国語科教育法Ⅰ 2 2 2 2 2 前期

中国語科教育法Ⅱ 2 2 2 2 後期

中国語科教育法Ⅲ 3 2 2 前期

中国語科教育法Ⅳ 3 2 2 後期

ロシア語科教育法Ⅰ 2 2 2 2 2 前期

ロシア語科教育法Ⅱ 2 2 2 2 後期

ロシア語科教育法Ⅲ 3 2 2 前期

ロシア語科教育法Ⅳ

道徳の指導法 道徳教育の研究 2 2 2 2

特別活動の指導法 特別活動：教職 2 2 2 2 2 前期

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用
を含む）

教育方法 2 2 2 2 2 前期

生徒指導、
教育相談
及び進路
指導等に
関する科目

生徒指導の理論及び方法

4 4 4

生徒・進路指導論：教職 2 2 2 2 2
進路指導の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識
を含む。）の理論及び方法

教育相談 2 2 2 2 2 前期

第五
欄

　総　合　演　習 2 2 2 教職総合演習 1 2 2 2 2 後期１

第六
欄 　教　育　実　習 5 5 3

教育実習Ⅰ：中高 3.4 5 5 5
教育実習Ⅱ：高 3.4 3 3
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